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資料１－１

競争的資金制度改革プロジェクトについて

平成１４年３月２８日

１．設置趣旨

競争的資金については、その効果を最大限に発揮さ
せるよう、すなわち、研究者や大学等の研究機関にと
って競争的研究開発環境の形成に資するよう、同資金
の制度改革が必要である。

、 、このため 科学技術システム改革専門調査会の下に
競争的資金制度改革プロジェクトを設け、集中的に調
査・検討を行う。

２．検討スケジュール

４月に第１回のプロジェクトを立ち上げ、その後、
６月中に中間とりまとめを行うことを目途に、今後、
集中的に開催予定。
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【参 考】

競争的資金に関する検討課題について

第２期科学技術基本計画においては、期間中に競争的
資金の倍増を目指すこととしているが、これに併せ、制
度の運用面や制度の在り方について踏み込んだ改革が不
可欠であり、競争原理により個人の能力が最大限に発揮
されるシステムを構築し、競争的資金の効果を最大限に
発揮できるよう、例えば、以下のような課題について、
調査・検討を行う。

１．競争的な研究開発環境を実現するための制度的枠組
みの検討
―米国等の競争的資金制度を踏まえ、大学改革を視
野に入れつつ、我が国の競争的資金制度改革の具体
的検討―

○直接研究経費の在り方（人件費への充当等研究経費
のカバーする範囲等）

○研究実施に伴う研究機関の管理等に必要な経費（間
接経費）の拡充による大学等の外部資金導入へのイ
ンセンティブ向上

○基盤的経費（大学等において学生数や研究者数を基
礎として配分される経費）の在り方
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２．競争的資金制度の運用改善

○優れた研究を切れ目なく継続・発展できるよう、中
間・事後評価の結果を次の研究課題の採択に反映さ
せうる体制を構築

○若手向研究資金の拡充等による若手研究者の自立

○研究テーマに応じた研究費規模の適正化（少額研究
資金の改善）

３．公正な評価システムの採用
―公正な評価・審査体制を構築し、研究費配分の透
明性を向上―

○競争的資金を供給する特殊法人におけるプログラム
マネージャーの設置等、恒常的・一元的プロジェク
ト管理体制の構築

○高い資質を有した専門家によるピア・レビューの実
施

４．総合科学技術会議が行う、競争的資金制度に係る各
府省要求分の全体調整の具体的枠組みの検討

等


